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はじめに 

2018 年は、6 月から 7 月にかけて北半

球を異常な熱波が襲い、世界各地で最高

気温を更新し、灼熱の荒野で知られるアメ

リカのデスバレーでは 52℃に達しました。 

 日本では、7 月に埼玉県熊谷市で国内

最高気温の 41.1℃となり、県内においても、

7 月に桑名市で観測史上最高気温となる

39.7℃を記録するなど、連日の猛暑となり

ました。 

 

 気候変動に関する政府間パネル（IPCC)

は第 5 次評価報告書において、「気候シス

テムの温暖化は疑う余地がなく、20 世紀の

温暖化の支配的な要因は、人の活動によ

る可能性が非常に高い」と述べています。 

 また、2018 年 7 月 11 日の国際連合の安

全保障理事会において、アミナ・モハメド

副事務総長は、「温暖化は急激に進み、そ

の脅威は今や現実のものとなった。それは

単なる環境問題ではなく、世界の安全保

障と不可分に関連するまでになってきた」

と発言しています。 

 

 県では、地球温暖化対策として、温室効

果ガスの排出削減により、地球温暖化の

進行を抑える「緩和」に努めていますが、

既に県内でも地球温暖化による気候変動

が原因と思われる影響がみられています。 

 温室効果ガスの排出削減の取組を行っ

ている間も気候変動の影響が生じるため、

これに対応していく「適応」という考え方が

必要であり、2018 年 12 月 1 日には気候変

動適応法が施行され、緩和とともに、適応

にも取り組むことが重要となっています。適

応は健康や暮らしの安全を守ることを通じ

て、より豊かな社会を実現していく取組でも

あります。 

  

 

 本レポートは、県内の気候変動の状況や

影響についてまとめるとともに、適応の取組

についても記載しています。 

 県民や事業者の皆様には、一層の省エ

ネルギーや再生可能エネルギーの活用等

に取り組んでいただくとともに、県内の気候

変動の現状やその影響への適応について

知っていただき、適応の取組に繋げていた

だきたいと思います。 

 

 また、近年における気候変動の影響と思

われる事象などについて、トピックスとして

取り上げています。地球温暖化に関する理

解への一助となれば幸いです。
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１ 地球温暖化のしくみ 

 太陽から地球上に届いたエネルギー

（光）は、一部は地表に吸収され、残りは反

射されます。 

 大気中の二酸化炭素などは反射された

エネルギーの一部を吸収し、再び地球に

放射します。この働きがビニールハウスの

ような温室と似た効果を持つことから、この

効果を持つ気体を温室効果ガスと呼んで

います。これにより、地球の気温は平均

14℃に保たれています。もし、この温室効

果が無かったとすると、地球の平均気温は

－19℃になっていると言われており、温室

効果は地球上の生物にとって重要な機能

であると言えます。 

 しかし、温室効果ガスが増えると、地球

に放射されるエネルギーが増え、結果とし

て気温が上昇することになります。これが

地球温暖化です。 

 気温が上昇することにより、様々な分野

へ影響が現れています。 

 

 

２ 地球温暖化対策の緩和と適応 

進行する地球温暖化や変わりゆく気候とその影響への対応策は大きく分けて 2 つあり、

「緩和」と「適応」と呼ばれています。 

 

緩和  

 温室効果ガス（主に二酸化炭素）の排出

を減らし、地球温暖化の進行を抑える対

策を「緩和」と呼んでいます。緩和は家電

製品などの省エネルギー化、太陽光発電

や風力発電などの自然エネルギーの使用、

植林や適切な間伐による森林の二酸化炭

素吸収促進などがあり、様々な分野で取

組が進んでいます。 

 

適応  

 「緩和」に取り組んでいる間も地球温暖化

は進行し、気候も変化していきます。その

ため、変わりゆく気候やその影響に対応す

る「適応」という考えが必要になります（図 

1.2-2）。 

  

図 1.2-1 気候変化の例 

出典：パンフレット 気候変動への「適応」 

（環境省 気候変動適応情報プラットフォーム） 
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県内各地の気温変化  

県内には気温を観測している地点が 12

箇所あります。近年観測を開始した熊野

新鹿を除いた 11 地点について、過去 30

年間の変化傾向と 2017 年の状況をまとめ

ています。 

  

年平均気温は 0.5～1.3℃程度の上昇が

みられます。四日市と鳥羽においては有意

な傾向はみられません（表 2.1-1）。 

 猛暑日の年間日数は、2～6 日程度の

増加がみられます。四日市、亀山、鳥羽、

南伊勢及び紀伊長島においては有意な

傾向はみられません（表 2.1-2）。 

真夏日の年間日数は、5～17 日程度の

増加がみられます。鳥羽においては有意

な傾向はみられません（表 2.1-3）。 

表 2.1-1 県内における年平均気温の変化 

地点名
30年間の
気温上昇

2017年の
年平均気温

桑名 1.09 15.5
四日市 ー 14.9
⻲⼭ 0.97 14.9
上野 1.29 14.4
津 0.49 16.1
小俣 0.96 15.4
粥見 1.03 14.6
鳥羽 ー 15.3
南伊勢 0.71 15.7
紀伊⻑島 0.72 15.8
尾鷲 0.66 16.2

表 2.1-2 県内における猛暑日の年間日数の変化 

猛暑日（正時値）：アメダスの正時毎において、日最高気温が

35℃以上となった日 

地点名
30年間の
日数増加

2017年の
年間日数

桑名 6.0 4
四日市 ー 1
⻲⼭ ー 0
上野 4.2 1
津 2.8 4
小俣 4.6 3
粥見 3.8 3
鳥羽 ー 0
南伊勢 ー 1
紀伊⻑島 ー 1
尾鷲 2.2 3

真夏日（正時値）：アメダスの正時毎において、日最高気温が

30℃以上となった日 

表 2.1-3 県内における真夏日の年間日数の変化 

地点名
30年間の
日数増加

2017年の
年間日数

桑名 17.2 58
四日市 11.4 49
⻲⼭ 11.1 46
上野 15.8 60
津 5.2 56
小俣 13.3 61
粥見 15.4 59
鳥羽 ー 47
南伊勢 16.3 40
紀伊⻑島 13.5 48
尾鷲 7.8 50
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 熱帯夜の年間日数は、3～19 日程度の

増加がみられます。特に、桑名では 30 年

間で 19.3 日増加しており、2017 年は年間

日数が 30 日となっています。四日市、粥

見、鳥羽及び紀伊長島においては有意な

傾向はみられません（表 2.1-4）。 

冬日の年間日数は、13～26 日程度の

減少がみられます。特に、上野では 30 年

間で 26.4 日減少しています。四日市、鳥

羽及び南伊勢においては有意な傾向はみ

られません(表 2.1-5)。 

熱帯夜（正時値）：アメダスの正時毎において、日最低気温が

25℃以上となった日 

表 2.1-4 県内における熱帯夜の年間日数の変化 

地点名
30年間の
日数増加

2017年の
年間日数

桑名 19.3 30
四日市 ー 14
⻲⼭ 5.9 12
上野 5.3 11
津 11.5 41
小俣 8.8 17
粥見 ー 1
鳥羽 ー 11
南伊勢 4.9 15
紀伊⻑島 ー 3
尾鷲 2.9 9

冬日（正時値）：アメダスの正時毎において、日最低気温が

0℃未満となった日 

表 2.1-5 県内における冬日の年間日数の変化 

地点名
30年間の
日数減少

2017年の
年間日数

桑名 12.8 20
四日市 ー 35
⻲⼭ 13.0 32
上野 26.4 65
津 16.2 6
小俣 12.9 41
粥見 15.5 67
鳥羽 ー 19
南伊勢 ー 19
紀伊⻑島 12.9 22
尾鷲 16.3 13

出典：津地方気象台提供の資料より作成 

 
※津及び尾鷲については津地方気象台のデータ、その他はア

メダスのデータを使用しています。 

※各表において、有意な傾向がみられない場合は「－」として

います。 

※30 年間の気温上昇、日数増加、日数減少は、2017 年から

過去 30 年間における変化傾向を示しています。 

※熊野新鹿は近年設置された観測点であり、データが少ない

ため除外しています。 
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ナシやカキの成長 

 ナシ「幸水」は、1981 年以降、満開期（4

月）と収穫最盛期（8 月）が早まっています。 

 カキ「前川次郎」は、1987 年以降、満開

期は早くなり、収穫最盛期は遅くなっていま

す。開花期の気温が高いと開花が促進さ

れ、収穫期前の 2 ヶ月間の気温が高いと

収穫最盛期が遅くなります。 

生育の遅延は出荷時期の遅れを招き、

高く販売できる時期を逃すことにつながりま

す。その対策として、満開 1 ヵ月頃に樹皮

を環状に剥離する環状剥皮処理が効果

的であることが分かりました(図 3.1‐4)。

ミナミアオカメムシの分布 

 ミナミアオカメムシは熱帯～亜熱帯に生

息する昆虫で、水稲や大豆などに被害を

与える害虫です。県内では、1980 年代ま

では紀州地域のみに分布していましたが、

気温の上昇により、越冬できる地域が拡大

し、現在では県北中部の平坦地域でも確

認されており、その被害が問題となってい

ます。 

三重県農業研究所では、ミナミアオカメ

ムシの今後の分布予測を行うため、越冬

する個体の調査を行い、冬期の気象要素

を基にした越冬可能地域予測モデルを開

発しました（図 3.1-5）。この予測は水稲や

大豆における病害虫防除の発生予察情

報に活用されます。 

図 3.1-4 カキ「前川次郎」の環状剝皮処理 

出典：平成 24 年度三重県農業研究所成果情報（三

重県） 

図 3.1-5 ミナミアオカメム

シ越冬可能地域予測モデル 

出典： 平成 27 年度三重県

農業研究所成果情報（三重

県） 

図 3.1-6 ミナミアオカメムシ 

出典：病害虫の見分け方（三

重県） 

図 3.1-7  吸実性カメムシによる大豆の被害 

（左：萎縮粒、中：変形粒、右：変色粒） 

出典：三重の植物防疫 No.51 

（一般社団法人三重県植物防疫協会） 
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２ 水環境・水資源 

少雨による渇水 

 近年、夏に雨が少なく、渇水となる場合

があり、河川流量の低下やダム貯水率の

低下が懸念されています。 

 県では、「水の安定供給をめざして」を

作成し、渇水対策の推進に努めています。

また、「三重県水道災害広域応援協定」を

市町と締結し、災害等緊急時の体制を整

備しています。 

 

河川の水質 

河川の水温上昇により、藻類増加による

異臭味の発生、微生物活性化による溶存

酸素量の低下、強雨増加による栄養塩の

流入増加に伴う富栄養化による水質悪化

などが懸念されています。 

  

ダムの水質 

 ダムは、流れ込む有機物や栄養塩類が

蓄積し、藻類の大量発生により水質悪化

を起こします。また、夏はダム上層の水温

が高く、底層の水温が低いため、水の循環

が起こりにくく、藻類発生に拍車がかかると

ともに、底層の貧酸素化を招くことで底泥

の栄養塩類が溶出して富栄養化を助長し

ます。水温の上昇はダムの水質悪化をより

招きやすくなると考えられます。 

 松阪市にある蓮ダムでは表層曝気を行

うことで循環流をつくり、藻類の発生を抑え

ることで水質の悪化を抑制しています(図 

3.2-1)。また、名張市にある比奈知ダムで

は深層曝気を行うことで底層の貧酸素化

を抑制し、栄養塩類の溶出を減少させて

藻類の発生を抑える取組を行っています

(図 3.2-2)。 

 

図 3.2-1 蓮ダムの表層曝気循環装置（噴水） 

出典：中部地方整備局蓮ダム管理所 Web ページ 

図 3.2-2 比奈知ダムの深層曝気装置 

出典：平成 21 年 2 月比奈知ダム定期報告書（案） 概

要版（独立行政法人水資源機構） 
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ニホンジカによる食害 

日本全国でニホンジカの分布域拡大が

確認されており(図 3.3-5)、その要因として

耕作放棄地の増加や狩猟者の減少等に

加えて地球温暖化もその一因と考えられ

ています。ニホンジカの分布拡大に伴い、

農作物の食害や樹木の剥皮被害等が報

告されています。 

 県では、ニホンジカによる農林業被害

対策として、防御柵等による被害対策や

罠による捕獲対策などを推進し、被害の低

減に努めています。 

セアカゴケグモの分布 

 セアカゴケグモはオーストラリアが原産

と考えられているクモで、気温上昇により日

本でも越冬を繰り返していると言われてお

り、県内のほぼ全域で確認されています。

メスに咬まれると患部が腫れ、発汗や吐き

気、頭痛などの症状が出ることもあり注意

が必要です。 

 

図 3.3-6 セアカゴケグモ 

出典：三重県 Web ページ 

図 3.3-5 ニホンジカの分布域 

出典：農林水産省林野庁 Web ページ 
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４ 自然災害・沿岸域 

水害 

 局地的集中豪雨や台風による大雨など

により、全国で大きな被害が起こっていま

す。県内でも大雨による浸水、冠水などが

起こっています。 

 県では、台風による風水害に対しては、

発災前から被害の予測を行い、事前対策

により被害を最小化することを目的とした

「三重県版タイムライン」の策定(図 3.4-1)、

洪水時の円滑な避難の確保や浸水の防

止による水害の軽減を図るための「洪水浸

水想定区域」や「家屋倒壊等氾濫想定区

域」の公表、多様な関係者が連携して洪

水氾濫の被害軽減を図る「大規模氾濫減

災協議会」等の設置、管理ダムの適切な

維持管理・更新の実施などにより、防災・

減災に努めています。 

高潮 

 高潮位の発生が 1975 年以降世界的に

増加している可能性が指摘されています。 

県内においては、1959 年の伊勢湾台風

をきっかけとして海岸整備が進められてき

たこともあり、1965 年以降は大きな被害の

発生は少なくなっていますが、今後、海面

水位の上昇が続くと、高潮による大きな被

害が懸念されます。 

図 3.4-2 昭和 34 年伊勢湾台風の浸水状況（四日市市

楠町） 

出典：国土交通省 Web ページ 

図 3.4-1 タイムラインレベルと時間軸の目安 

出典：三重県版タイムラインの概要（三重県） 
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７ 国民生活・都市生活 

インフラ、ライフライン 

局地的集中豪雨や台風による大雨など

により、道路や鉄道などの輸送網の寸断や

停電、水道インフラなどへの影響が懸念さ

れています。 

 このような事態を想定して、県では、広

域受援計画を策定し、災害対策拠点・救

援活動拠点等や緊急輸送ルートの選定を

行うとともに、その代替拠点・ルートについ

ても選定しています(図 3.6-1、3.6-2) 

また、ライフライン企業等連絡協議会の

開催、県管理の重要港湾における港湾機

能継続計画の策定、安全性・防災性向上

等へ向けた無電柱化の推進、水道施設の

耐震化等の推進、災害廃棄物処理体制

の構築などにより、災害対応力の向上など

を行っています。 

 

 

 

レジャー 

 夏には、屋外プールが利用されますが、

2018 年の夏は記録的な暑さとなり、プール

に入っても熱中症の危険があるとして、プ

ールの利用を中止する施設が多数ありまし

た。 

名張市の市民プールでも、2018 年 7 月

24 日の午後から利用を中止しました。その

際、プールサイドの気温が 40℃、水温は

32℃以上となっていました。 

図 3.6-1 緊急輸送ルート図の例（津市） 

出典：三重県広域受援計画（三重県） 

図 3.6-2 拠点一覧の例（津市） 

出典：三重広域受援計画（三重県） 
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図 5-1 身の周りの適応例 

出典：パンフレット 目で見る適応策（環境省 気候変動適応情報プラットフォーム） 

 

世界で「緩和」を進めても、もはや地球

温暖化は避けられず、温暖化により現れた

気候変動の大部分は、たとえ二酸化炭素

の排出がなくなっても、何世紀にもわたっ

て続くと言われています。「緩和」は温暖化

を抑制するために必要ですが、それだけ

では気候の変化に対応できません。その

ため、「適応」も合わせて進める必要があり

ます。 

 私たちの身の回りには、既に様々な「緩

和」と「適応」の取組があります。何気なく

行っていたことがそれらと気付くことで「い

つもの行動」が「環境を考えた行動」に変

わります。 

一人一人の行動が、素晴らしい未来を

創る大きな力となります。今からできること

を始めましょう。 







 

 

 

 

 

 

 


